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● 一般相談支援事業
● 特定相談支援事業
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ニライカナイが本部を置く「鵠生の叢」（沖縄県南城市）。

社会福祉法人 
ニライカナイの沿革
昭和63年に創設したニライカナ

イは、沖縄本島南部の東海岸に位
置する南城市に精神薄弱者更生施
設「鵠

こう

生
せい

の叢
むら

」を開設した。戦後、
27年にわたってアメリカの統治下
にあった沖縄県では、本土復帰ま
で私宅監置が続いていたこともあ
り、法人創設以前は障がいがある
方が安心して、その人らしく暮ら
せる環境が整っていなかった。創
設者の豊村 良春理事長は、「障が
いがある方がたが地域に受け入れ
られ、幸せな人生を送れるように」
という想いのもと、離島を含む周
辺地域の知的障がいがある方がた
とその家族を支えてきた。平成13
年からデイサービス事業、ショー
トステイ事業、自活訓練事業を開
始し、グループホームや就労セン
ター、相談支援センターなど、現
在、市内8施設で事業を展開する。

また、平成23年、那覇市に多
機能型事業所「こうせい那覇」を
開設。現在は「デイサービス那
覇」となって生活介護事業や日中
一時支援事業を行い、子ども発達
支援センター「のびっと」等にて

児童発達支援・放課後等デイサー
ビス事業も行っている。南城市と
那覇市の2拠点において、地域に
根ざした全世代型の福祉サービス
の提供をめざす。

社会福祉法人 
ニライカナイの 
理念と目的

［基本理念］
障がいがあっても（なくても）

一人の人間としてその人なりに幸
せな人生があるべし

［経営目的］
利用者の幸せ、職員の幸せ、そ

して地域社会の幸せの実現。
利用者・職員・地域社会を大切

に地域の障がい福祉の重要な拠点
として障がいのある人達がその人
らしく安心して暮らせる豊かな共
生社会の実現をめざす

●�利用者が大切にされ、幸せが実
感できる支援の提供
利用者の権利が護られ、その意

思決定が尊重されるとともに、社
会の一員として生きがいをもち、
その人らしい自立生活が送れるよ

うに必要かつ質の高い多様な福祉
サービスを継続して提供する
●�有用な職員の育成と働き甲斐の
ある明るい職場づくり
福祉専門職としての高度な知

識、技能とそれを組織的に発揮す
る明元素で有用な職員の育成と職
員相互が信頼・連携し合うチーム
ワークのとれた働きがいのある明
るい職場をつくる
●�福祉事業や地域貢献事業の推進
による地域社会への貢献
施設での福祉をはじめ、施設か

ら地域への移行や家庭・地域で暮
らす障がい児・者の生活や就労を
支援するなど、地域の重要な福祉
拠点として、多機能でライフス
テージに応じた福祉事業を推進す
るとともに、地域貢献事業にも取
組み、障がい児・者やそのご家族
が地域で安心・安全に暮らせる共
生社会づくりに貢献する

地域の保育園との交流など地域の方がたとのつながりを深め、関連機関と連
携してよりよい「ふくし（ふ・だんの　く・らしの　し・あわせ）」を提供す
るため立ち上げた地域連携室。

社会福祉法人 ニライカナイ［沖縄県南城市・那覇市］の試み

沖縄の伝統芸能「エイサー」の踊り手に扮した
職員。那覇市では毎年 8 月、「一万人のエイサー
踊り隊」が開催され、県内各地の青年や子ども
が参加し自治体の結束力を強めている。

障がいがある方を成長に応じて継続的に支援。障がいがある方を成長に応じて継続的に支援。
「助けあう心」を共通認識に 「助けあう心」を共通認識に 

地域で支えあう仕組みをつくる地域で支えあう仕組みをつくる
多様な障がい児・者を生涯にわたってサポート。
行政や社会福祉協議会、他法人と連携プラットフォームを構築し、�
複雑化・複合化した地域の福祉ニーズに対応する。
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沖縄県内で障がい者福祉サービ

スを行うニライカナイは、昭和63

年から知的障がい者の人権や暮ら

しを守り、乳幼児期・学童期・児

童期・青年期の児童全期を切れ目

なくサポートし、卒業後は就職・

就労継続支援・生活介護事業につ

なげライフステージ全般を通してか

かわりを続ける支援を行っている。

平成23年からは、那覇市小禄

地区で児童発達支援・放課後等デ

イサービス事業を開始した。「こ

ども発達支援センター のびっと」

では、未就学児を対象にした児童

発達支援が2クラス、小学校中学

年までを対象にした放課後等デイ

サービスが1クラスあり、各クラ

ス10名定員で、段階的に自立生

活に必要な能力や集団生活に適応

する力を育てている。小学校高学

年から高校生は障がいに応じて2

つのクラスを設けて、専門的な療

育支援を実施。クラス分けをする

ことで、一人ひとりの特性に応じ

たきめ細やかな個別支援を行って

いる。

「ご利用者の高校生から『放課

後等デイサービスがおもしろくな

い』という感想を聞いたことをきっ

かけに、年齢や特性に応じたクラ

ス分けを行いました。外出支援や

社会適応訓練などを効率よく行う

ことができ、ご利用者にも満足し

ていただけるようになりました」

（豊村 英事務局長）。

ご利用者が就学前から高校を卒

業するまで、成長に合わせて連続

的に支援にかかわり、高校卒業後

も特別支援学校や関連機関と連携

して、就労支援・生活介護支援が

受けられるようにつないでいる。

「高校生は、卒業後を見据えて

法人内の就労センターやカフェで

就労準備訓練に参加してもらって

います。環境の変化に敏感な子も

いるので、学齢期の間も学年が上

がる前に次のクラスを体験する機

会をつくるなど、本人たちになる

べく負担のないように工夫をして

います。放課後等デイサービスや

就労センターなどがつながりあう

ことで、私たちの施設を継続して

活用いただくとともに、ご利用者

や保護者の方が必要としている支

援にスムースにつないでいきたい

と思います」（豊村事務局長）。

中高生クラスでは、地域の清掃

活動に取り組み、週2回開催して

いるダンス教室では「琉球ノビッ

ターズ」を結成して地域の祭りや

東京パラリンピック関連のイベン

トへの出演なども行っている。

日中一時支援事業を活用して、

放課後等デイサービスのOB・OG

にもダンス活動を通じた居場所支

援を行っている。

子どもたちが多世代と交流する

さまざまな社会参加の機会を通し

て、地域社会に適応できるように

サポートをしている。

法人は施設の機能を活かして、

市の虐待通報の窓口の役割も担っ

ており、緊急一時保護が必要と判

断された場合、入所施設を活用し

て一時的な受け入れも実施してい

る。

障がい児がいる家庭では、児童

相談所が間に入り、子どもが児童

養護施設に保護されることがあ

る。この場合、児童相談所・児童

養護施設と保護者の関係があまり

よくないことがあり、そのような

ケースでは、法人が間に入り、要

保護児童対策協議会等と連携して

家庭や子どもの状況を把握するな

ど、情報の収集・共有をしてアフ

ターフォローを行っている。

また、児童養護施設を利用する

障がい児は、卒業後の進路支援が

手薄になりがちだという課題があ

る。児童養護施設での勤務経験の

ある職員の玉城 恒センター長は

児童養護施設で障がい児の進路状

況調査も行い、卒業後の選択肢の

一つとして法人施設を案内し、就

労支援や共同生活援助につなげる

など課題解決にも積極的に取り組

んでいる。

不登校児への支援では、特別支

援学校や保護者からの相談に応

じ、「こども発達センター のびっ

と」で児童・生徒を受け入れてい

る。子どもが法人の児童福祉施設

に通うことができている場合、学

校で出席扱いにしてもらえるよう

に交渉し、未来が閉ざされないよ

うにはたらきかけ、学校側との情

報共有を続け、パイプ役となって

子どもの心に寄り添いながら　い

ずれ登校できるように準備をして

いる。

ほかにも、就労支援・共同生活

援助事業を活用して、刑務所・地

域生活定着支援センター等と連携

して行っている触法障がい者の受

け入れや、就労継続支援B型で販

売しているパンを市町村社協をと

おして、こども食堂へ提供する生

活困窮への取組なども積極的に

行っている。

「地域共生社会の実現というの

は、地域全体で手をとりあって皆

で支えあう体制をつくることだと

思います。私たちが地域のために

行っている取組を協議の場で示

し、関連機関に協力してもらう。

みなを巻き込んで、だれもがかか

わることができる支援の形が理想

です」（豊村事務局長）。

その考えは、地域貢献に意欲的

な職員たちにも伝えており、自分

たちだけではなく複雑化・複合化

した福祉ニーズに対応できるよう

行政や関連機関を巻き込みなが

ら、持続可能な支援体制の構築を

めざしている。

障がいがある児童で結成されたヒップホップダンスチーム「琉球ノビッターズ」。東京パラ
リンピックの舞台でダンスを披露することを目標に掲げ、地域の祭りなどに多数出演した。

就労センター「大樹」では地域の民間企業と連携して、利用者の企業実習受入や一般就労
の促進の他、パンの製造・販売等を行っている。

障がいがある子どもたちの 障がいがある子どもたちの 
成長に応じた切れ目のない 成長に応じた切れ目のない 
継続的なサポートを行う継続的なサポートを行う

虐待事案、不登校児、触法障がい者の 虐待事案、不登校児、触法障がい者の 
受け入れなどさまざまな課題に対して 受け入れなどさまざまな課題に対して 
関係機関と協働で解決に向けて取り組む関係機関と協働で解決に向けて取り組む

障がいがある子どものコミュニケーション能力
の向上や地域交流を図るため、「こども発達支
援センター のびっと」では地元の学生との交流
の機会を設けている。

南城市社協地域福祉課の職員の方がたと、地域
ニーズや課題について情報交換会を開催。お互
いの取組や活動内容を紹介しあった。

ニライカナイ
の試み

Case 2
ニライカナイ

の試み

Case 1
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法人では南城市大里と那覇市小

禄の2拠点に施設を整備し、地域

活動を推進している。

「沖縄の戦後の歩みを踏まえる

と、地域の方がたに精神薄弱者更

生施設を受け入れていただくこと

はなかなか難しいものでした。し

かし、30年以上かけて住民説明

会や地域ニーズに応じた取組を行

うなかで、少しずつ地域の理解を

得られるようになりました。私た

ちは障がいがある方がその人らし

い人生を送ることができる地域づ

くりをすると同時に、地域がつな

がりあい、だれもが安心して暮ら

せる共生社会の実現をめざしてい

ます」（豊村 良春理事長）。

南城市においては今後の人口流

入を見据えて、地域の方がたのつ

ながりづくりに注力した取組を進

めていくため、令和4年に法人事

務局に地域連携室を新設した。

「4つの村が対等合併した南城

市は、合併前から村民同士の結び

つきがとても強く、地域で助けあ

う関係性が培われています。最近

では市外から移り住む方がたが増

えているのですが、自治会加入率

が低くなっているのが課題でし

た。これまで築かれた地域のつな

がりが希薄にならないように、私

たちがはたらきかけていきたいと

思い準備をはじめました」（豊村

事務局長）。

地域の関係性が維持できなくな

ると、孤独や孤立などの社会課題

が増える可能性がある。そうなる

前に地域のネットワークを強める

必要があり、合併前の3つの村の

出身者である職員たちがコーディ

ネーターとなり、南城市全体の結

びつきを維持するための取組を進

めている。まずは、南城市社会福

祉協議会と地域課題を共有し、協

働で地域の方がたのニーズを集め

はじめている。

「家族構成や生活スタイルなど

時代とともに変化していきます。

私たち職員も地域の方がたも、意

識的に交流の機会をもつことが大

切であると感じています。この危

機感をみなで共有して、法人がワ

ンチームとなって地域支援にあ

たっていきたいと思います」（豊

村事務局長）。

また、介護講師の資格をもつ地

域連携室の職員が、法人内で介護

福祉士実務者研修を実施。障がい

分野の事例を盛り込んだ実習を行

い、研修を受講した職員全員が介

護福祉士国家試験に合格した。今

後は地域の方がたを対象に介護職

員初任者研修を行う予定としてお

り、地域連携室の職員が中心となっ

て、南城市の福祉を支える人材を

増やしていく活動を行っている。

地域活動を行う2拠点では、社

会福祉協議会と社会福祉法人によ

る連携プラットフォームが設置さ

れ、複数法人が協働で地域におけ

る公益的な取組を推進している。

南城市では「ゆいハート地域づ

くり事業」に参画し、48団体から

成る南城市社会福祉関係機関・団

体連絡会とともに地域共生社会の

実現をめざす。市内にある各公民

館に月1回、「くらしの相談窓口」

を設置し、福祉専門職員や地域福

祉コーディネーターが地域の方が

たの相談に応じ、必要に応じて訪

問相談も行っている。また、「地

域支え合い委員会」を年3回開催

し、自治会や老人クラブ、民生委

員の方がたとともに、地域の見守

り体制の組織化や地域課題の共

有、解決策の検討などを行い、地

域包括支援センターや相談支援事

業所とも連携して、ともに生きる

豊かな地域社会づくりに取り組ん

でいる。

那覇市においては、令和2年度

から4年度の3年間、沖縄県福祉

部福祉政策課の所管において、沖

縄県社協、今帰仁、西原、那覇市

社協の4社協をモデルに、小規模

法人ネットワーク化（ちゅいしい

じい）事業を実施。市内の27法

人が地域の福祉課題の解決を共通

の目標に掲げ、各法人が専門性や

強みを活かすことができるように

4行政区ごとに連携プラットフォー

ムを設置し、自主的に地域貢献活

動を実施した。

このモデル事業は終了したが、

参加法人の取組をまとめた「～ちゅ

いネットなは～参加の手引書（入

門編）」を策定し、引き続き市社協

が事務局となって市内に400ある

社会福祉施設に参画を呼びかけ、

分野を超えて地域のために協働す

ることをめざしている。参画法人

は、相談支援、食糧支援、居場所

づくりなど7分野ある取組のなか

から選択し、実施している。

ニライカナイではこれまでに、

フードバンク活動などを行ってき

た。また、生活困窮世帯の子ども

を施設で受け入れるほか、制度の

狭間にいる見守りが必要な世帯を

行政や民生委員へつなぐなどセー

フティネットとしての役割も担っ

ている。

「『ちゅいしいじい』とは沖縄の

方言で『助けあう心』を意味し、

自分にできることは進んで行い、

お互いに支えあおうという合言葉

です。だれもが幸せな人生を送れ

るように、地域一丸となって地域

の方がたの暮らしを支えていきた

いと思います」（豊村理事長）。

地域連携室の職員は小中高等学校で福祉講座を行い、地域の子どもたちに助けあいの心の
大切さや多様性への理解を広めている。

6 社の社会福祉法人と合同で、「fukushi works okinawa」という団体を結成し、福祉就職
フェアを開催。参加法人のトークリレーや若手職員によるブース型説明会を行い、福祉の
仕事の意義と魅力を伝えた。

地域の方がたのつながりを 地域の方がたのつながりを 
強化するために 強化するために 
法人内に地域連携室を設置法人内に地域連携室を設置

市社協と社会福祉法人の市社協と社会福祉法人の
連携プラットフォームを立ち上げ連携プラットフォームを立ち上げ
地域一丸となって課題解決にあたる地域一丸となって課題解決にあたる

令和 4 年に行われた介護福祉士実務者研修は、
障がい分野の支援業務に活かせるようにプログ
ラムを作成。職員たちは障がい分野での介護の
知識の大切さを学んだ。

那覇市福祉避難所認定式の様子。令和 5 年、「こ
ども発達支援センター のびっと」が市より福
祉避難所の指定を受けた。障がいがある方や乳
幼児など、配慮が必要な方がたの避難を想定し
た準備を行っている。

ニライカナイ
の試み

Case 4
ニライカナイ

の試み

Case 3
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地域生活を支える地域生活を支える  社会福祉法人社会福祉法人


